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「Gomez IRサイトランキング2025」の発表について 
～「伊藤忠商事」が 2年連続総合第 1 位を獲得！～ 

 
株式会社ブロードバンドセキュリティ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：滝澤 貴志、以
下 当社）は、「Gomez IRサイトランキング2025」をGomezのウェブサイト
（https://www.gomez.co.jp/）で発表したことをお知らせします。 
 
株主や投資家との建設的な対話の深化が、企業が持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実
現するうえで重要な課題となっています。また、東京証券取引所による「資本コストや株価を意
識した経営」のモニタリング強化に加え、IR体制の整備義務化、さらにプライム市場に上場する
企業は決算および適時開示情報の日英同時開示が義務化されるなど、上場企業に対して新たな制
度対応も広く求められている状況です。こうした社会的な期待や動向を背景に、上場企業では統
合報告書や自社ウェブサイトなどを活用し、企業の姿勢や戦略をより明確に伝える取り組みが一
段と進んでいます。 
 
上場企業の情報発信において、自社ウェブサイトは株主・投資家をはじめとする多様なステーク
ホルダーが企業と出会う最初の接点となる重要な場です。最新の財務情報を求めるユーザーだけ
ではなく、企業の成長戦略やサステナビリティへの取り組みに関心を寄せるユーザーなど、ユー
ザーの関心や視点は多様で、市場環境や制度改正に対する理解度にも個人差があるため、ウェブ
サイトには、ユーザーや目的に応じた情報を分かりやすく整理し、的確に届ける構造が求められ
ます。企業の「入り口」となるウェブサイトをどのように設計し運用するかは、ステークホル
ダーとの信頼形成に直結し、その後の企業価値にも大きく影響すると言えるでしょう。 
 
当社では、国内の上場企業が提供するIRサイト（株主・投資家向け情報サイト）の使いやすさや
情報の充実度評価を目的としてランキング調査を行っています。「ウェブサイトの使いやすさ」
「財務・決算情報の充実度」「企業・経営情報の充実度」「情報開示の積極性・先進性」の4つ
のカテゴリから構成される評価項目は、主要ユーザーである株主や投資家の視点を中心に設定し
ています。評価項目は、開示等に係る制度動向や社会的関心等を踏まえ毎年見直しを実施してお
り、当社アナリストが最新の評価項目をもとに行った調査結果を、総合的に優れたIRサイトのラ
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ンキングとして発表しています。 
 
今回で19回目の発表となる本ランキングでは、例年通りウェブユーザビリティに関するトレン
ドや技術革新に加え、昨今の社会的関心や今後適用が予定される開示基準の動向等も踏まえ、評
価項目やその重要度等を追加、変更しています。なかでも、AIO（AI最適化）の基盤となるテク
ニカルSEO（ウェブサイトの内部構造を最適化し、検索エンジンにサイト構造を正しく伝えるた
めの技術的な施策）に関連する評価項目については、昨年の試験的な導入を経て、今回からより
精査した項目や基準で本格的に導入しています。 
 
「Gomez IRサイトランキング2025」上位10社は、次の通りです。 

順位 得点 会社名 前回 
1位 8.87 伊藤忠商事 1位 
2位 8.66 日本ペイントホールディングス 4位 
3位 8.60 コニカミノルタ 2位 
4位 8.55 アルトナー 20位 
5位 8.42 中外製薬 10位 
6位 8.41 みずほフィナンシャルグループ 6位 
7位 8.40 東急不動産ホールディングス 6位 
8位 8.34 富士電機 6位 
9位 8.33 あすか製薬ホールディングス 97位 

10位 8.27 セブン＆アイ・ホールディングス 3位 
※「Gomez IRサイトランキング2025」（2025年12月10日発表） 
※11位以下の総合ランキング結果はGomezのウェブサイトをご覧ください。 
 
【ランキング上位企業の評価理由】 
伊藤忠商事が総合第1位を獲得しました。 
同社のウェブサイトは、豊富な情報量とマネジメントによる力強いメッセージ発信を高い水準で
両立しており、総合力の高さが際立っています。特に、財務・決算情報やサステナビリティ関連
の情報が充実していますが、情報量が多いにもかかわらず、サイト構造や情報配置、メニュータ
イトルの設計はよく練られており、ユーザーが目的の情報へ迷わず到達できる点も大きな強みで
す。統合レポートについては、CEOやCOOだけでなくCFOメッセージを含む主要コンテンツを
HTML形式で掲載しているため、PCはもとよりスマートフォンなどあらゆるデバイスで快適に
閲覧できる環境が整っています。また、統合レポートの説明会を開催し、その動画や質疑応答要
旨まで掲載している点も、透明性の高い情報提供を体現していると言えるでしょう。さらに、
「ステークホルダーへの説明責任」という独立ページ配下には、「ステークホルダーとの対話」
や「資本コストや株価を意識した経営への対応」といった社会的関心の高いトピックに関する専
用セクションを設け、必要に応じて情報を更新する丁寧な運用を継続しています。 



  
 

総合第2位は、日本ペイントホールディングスとなりました。 
同社のウェブサイトは、企業サイトとして一般的に求められるユーザビリティと、自社らしさを
反映した個性を適切に組み合わせた構成・デザインとなっています。英語での情報発信も充実し
ており、日英切り替えがスムーズに行えるほか、英語版に遷移した際もページ構成や表記が自然
に維持されているため、英語で閲覧するユーザーにとっても違和感の少ない環境が整えられてい
ます。また、独立社外取締役ごとのインタビューや一問一答を掲載するなど、ガバナンス関連の
情報提供は出色です。一方で、個人投資家向けに「個人投資家の皆様へ」という専用セクション
を設けてわかりやすい情報提供を行うなど、幅広いユーザー層を想定した総合的にバランスの取
れたウェブサイトと言えるでしょう。 
 
総合第3位は、コニカミノルタとなりました。 
IRトップページのファーストビューには最新情報や主要資料を的確に配置し、ユーザー視点での
使いやすさを高める工夫が随所に見られます。株主総会、決算説明会といった各種イベントの動
画も充実しています。また、サイトパフォーマンス（ページ表示速度）も良好で、テクニカル
SEOの観点でも適切な対応が施されている点が高い評価を獲得しました。ページ数の多い大規模
サイトでありながら、XMLサイトマップは整合性をもって構築されており、正常URL率（ウェ
ブサイト内の全URLに対する正常URLの割合）も高い水準で維持されている点は注目に値しま
す。技術面とユーザー体験の両方を意識した設計、運用が行われている点が、同社サイトの優れ
た特徴として挙げられます。 
 
【総評】 
・292社を2025年「IRサイト優秀企業」に選定  
「Gomez IRサイトランキング2025」の本選ノミネート企業389社のウェブサイトのうち総合得
点6.00点以上に贈られる「IRサイト優秀企業」に、本年は292社が選定されました。 
 
本年は、ウェブサイトにおける技術基盤の整備が依然として課題として残る一方で、IRイベント
をはじめ、決算、株主との対話や株主還元に関する情報面での質が大きく深化した年となりまし
た。 
 
まず指摘すべきは、ウェブサイトの技術基盤に対する取り組みに企業間の差が明確に表れた点で
す。検索エンジンにサイト構造を適切に伝えるためのテクニカルSEOでは、XMLサイトマップ
の整備不足やURL管理の不備が多く見られ、基盤となる仕組みが十分に構築されていない企業
が少なくありません。加えて、アクセシビリティに関しても、基本方針の掲載や達成基準の明示
といった対応にばらつきが残ります。こうした基礎領域の取り組みには依然大きな改善余地があ
り、企業情報を支えるインフラとしてのウェブサイトをどのように運用していくかが問われてい
ます。 
 
技術的な課題の反面、情報の質という観点では、前年と比較して明確な進展が確認できました。
IRイベント情報や決算説明会の動画、発言内容、質疑応答に関する情報掲載が著しく拡大し、企



  
 

業が説明会での内容を積極的に共有する姿勢が強まっています。また、株主との対話や株主還元
に関する情報掲載も大幅に増加しています。こうした動きは、企業の情報発信が質的な深化へと
進んでいることを示すものと言えるでしょう。 
 
・ユーザーが求める情報を見つけやすいサイト構成 
本年の本選ノミネート企業において、IRトップページで最新資料をダウンロードできる企業は
291社（74.8％、※以下％はノミネート企業の達成率）となりました。また、IRトップから統合
報告書へのわかりやすい導線を確保している企業も334社（85.9％）にのぼっています。IRサイ
トを訪問するユーザーは目的指向性が強いため、最新情報へスムーズに到達できる情報配置や導
線設計は、ユーザーから支持される代表的なスタイルと言えます。 
 
・アクセシビリティへの配慮 
2024年4月から合理的配慮の提供が求められるウェブアクセシビリティについて、アクセシビリ
ティポリシーを掲載する企業は108社（27.8％）にとどまります。IRトップページの限定的な評
価範囲ではありますが、テキスト代替表示を取り入れている企業は290社（74.6％）、適切なコ
ントラスト比を確保している企業は126社（32.4％）となるなど、取り組み状況についても依然
としてばらつきが見られました。 
 
・Cookieへの対応 
Cookieポリシーや同意管理への対応も広がっています。Cookieポリシーを掲載している企業は
294社（75.6％）、同意コンセントを導入する企業は182社（46.8％）となり、多くの企業が対応
を進めています。 
 
・テクニカルSEOへの対応状況 
本年から本格的に評価項目として導入したテクニカルSEOでは、企業間の取り組み状況の差が鮮
明となりました。検索エンジンにサイト構造を正確に伝えるための基盤であるXMLサイトマッ
プの設置率は204社（52.4％）にとどまり、十分に普及しているとは言えません。また、XMLサ
イトマップを整備している企業でも、エラーが残存しているケースが多く、品質面の課題が浮き
彫りになりました。さらに、重複・類似ページで正規化が行われていない例も見られるなど、ク
ロール効率やインデックス精度に影響を与える要素が確認されました。こうした状況から、テク
ニカルSEOは依然として改善余地の大きい領域であることが明らかとなっています。 
 
・IRイベント情報の積極的な掲載 
IRカレンダーで予定される次の決算発表日（四半期を含む）が確認できる企業は197社（50.6％）
と、前年の171社（42.5％）から増加しました。IRトップのファーストビュー内に次の予定（イ
ベント名と日付）を掲載している企業も54社（13.9％）となっています。ウェブサイトを過去情
報の提供だけでなく、コミュニケーションの基盤として活用しようとする企業姿勢がうかがえま
す。 
 



  
 

・決算関連情報の充実 
本年は、決算説明会に関する情報開示が大きく前進しました。直近の決算説明会の動画を掲載し
ている企業は269社（69.2％）、発言内容を掲載している企業は226社（58.1％）へと増加してい
ます。また、決算説明会の質疑応答内容を掲載している企業も287社（73.8％）となり、前年
260社（64.7％）を大きく上回りました。説明会でのやり取りを積極的に開示しようとする企業
姿勢が一般化し、投資家との対話の透明性が高まっています。 
 
・2023年3月東証要請「株主との対話の推進と開示について」への継続的な対応 
株主との対話に関する情報発信も大きく進展しています。株主との対話について掲載している企
業は110社（28.3％）となり、前年83社（20.6％）を大きく上回りました。対話の主なテーマ、
得られたインプット、経営陣へのフィードバックといった内容を具体的に記載する企業が増え、
透明性が着実に向上しています。 
株主還元に関する情報開示も伸長が目立ちます。株主還元に関する数値目標を記載している企業
は266社（68.4％）と、前年228社（56.7％）から大幅に増加しました。配当政策を掲載している
企業も325社（83.5％）と前年304社（75.6％）を大きく上回り、企業の姿勢を明確に示す動きが
広がっています。これらの項目はいずれも顕著な伸びを示し、株主との対話を軸とした情報開示
がより広く浸透した一年となりました。 
 
・サステナビリティ情報の拡充 
サステナビリティ領域では、TCFDに沿った情報開示を掲載している企業が304社（78.1％）と
なり、前年299社（74.4％）から着実に増加しました。気候変動に関する情報発信が企業の標準
的な取り組みとして定着しつつあることが確認できます。 
制度開示が先行する人的資本領域では、「人材育成に関する方針」を掲載する企業が331社
（85.1％）と前年323社（80.3％）より増加しました。研修データを3期分以上掲載する企業は
171社（44.0％）と前年148社（36.8％）を上回り、社員育成施策の可視化が進んでいます。また、
男女間賃金比を3期分以上掲載する企業は112社（28.8％）となり、前年82社（20.4％）から大き
く増加する結果となり、公平性への関心の高まりがうかがえます。 
 
・英語による情報発信の強化 
プライム市場に上場する企業は、決算および適時開示情報の日英同時開示が義務化されるなか、
主要なIR情報の英語掲載を進めるだけでなく、利便性の高い日英切り替え機能を採用する企業も
132社（33.9％）に増加しました。英語での情報アクセス性が確実に向上しており、海外投資家
への対応が着実に進展しています。 
  



  
 

【トピックス】 
（1）IRサイト優秀企業2025 
IRサイト優秀企業：金賞（全24社） 
得点 企業名  得点 企業名 

8.87 伊藤忠商事  8.17 日本化薬 
8.66 日本ペイントホールディングス  8.14 りそなホールディングス 
8.60 コニカミノルタ  8.11 双日 
8.55 アルトナー  8.11 レオパレス２１ 
8.42 中外製薬  8.09 三菱瓦斯化学 
8.41 みずほフィナンシャルグループ  8.08 三和ホールディングス 
8.40 東急不動産ホールディングス  8.07 ＴＩＳ 
8.34 富士電機  8.06 ＩＮＰＥＸ 
8.33 あすか製薬ホールディングス  8.05 ゆうちょ銀行 
8.27 セブン＆アイ・ホールディングス  8.03 ダスキン 
8.26 ソフトバンク  8.02 積水化学工業 
8.19 セガサミーホールディングス  8.01 ＪＦＥシステムズ 

 
IRサイト優秀企業：銀賞（全107社） 
得点 企業名  得点 企業名 

7.97 トーセイ  7.34 東京エレクトロン デバイス 
7.97 ミネベアミツミ  7.33 アコム 
7.93 ＴＯＫＡＩホールディングス  7.32 ＵＡＣＪ 
7.92 ＳＯＭＰＯホールディングス  7.32 三井住友トラストグループ 
7.92 住友ファーマ  7.32 シナネンホールディングス 
7.90 三越伊勢丹ホールディングス  7.32 野村不動産ホールディングス 
7.88 リンテック  7.32 テイ・エス テック 
7.83 ａｒｔｉｅｎｃｅ  7.29 東京海上ホールディングス 
7.80 ＴＤＫ  7.28 清水建設 
7.76 Ｊ－オイルミルズ 

 
7.27 パン・パシフィック・インターナショ

ナルホールディングス 
7.75 豊田通商  7.26 ツムラ 
7.75 ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループ

ホールディングス 
 

7.26 ヤマハ 

7.73 三井住友フィナンシャルグループ  7.26 ヤマハ発動機 
7.72 日本新薬  7.26 キリンホールディングス 
7.72 ソフトバンクグループ  7.23 サンゲツ 
7.71 エスペック  7.22 セイコーエプソン 
7.71 三井物産  7.21 リコーリース 



  
 

7.67 第一生命ホールディングス  7.20 丸井グループ 
7.65 横浜フィナンシャルグループ  7.19 イトーキ 
7.62 ダイフク  7.18 第一三共 
7.59 荏原製作所  7.18 伊藤忠エネクス 
7.58 三井不動産  7.18 サッポロホールディングス 
7.58 クレスコ  7.17 ＳＧホールディングス 
7.56 東レ  7.16 資生堂 
7.55 森永乳業  7.15 ハウス食品グループ本社 
7.54 明治ホールディングス  7.15 ＢＩＰＲＯＧＹ 
7.53 稲畑産業  7.14 太陽誘電 
7.51 ＫＤＤＩ  7.14 ＳＵＢＡＲＵ 
7.50 ニチレイ  7.13 東京瓦斯 
7.50 インターネットイニシアティブ  7.13 日本碍子 
7.49 富士フイルムホールディングス  7.12 マックス 
7.49 オムロン  7.11 野村ホールディングス 
7.48 ニッスイ  7.11 日本電気 
7.47 平和不動産  7.10 沖電気工業 
7.46 日産車体  7.10 ＡＧＣ 
7.46 Ｓａｎｓａｎ  7.10 アステラス製薬 
7.45 出光興産  7.09 ＩＨＩ 
7.44 日産化学  7.09 ゴールドウイン 
7.44 ヒューリック  7.07 南海電気鉄道 
7.43 大林組  7.07 キヤノンマーケティングジャパン 
7.43 アドバンテスト  7.07 オエノンホールディングス 
7.41 リコー  7.05 東京建物 
7.40 日本光電工業  7.04 丸文 
7.40 キヤノン  7.04 大日本印刷 
7.39 クレディセゾン  7.04 かんぽ生命保険 
7.39 レゾナック・ホールディングス  7.03 理研ビタミン 
7.38 オリエンタルランド  7.03 東洋紡 
7.38 ブリヂストン  7.03 ブラザー工業 
7.37 あおぞら銀行  7.03 商船三井 
7.37 ジーエス・ユアサ コーポレーショ

ン 
 

7.02 スカパーＪＳＡＴホールディングス 

7.36 Ｔ＆Ｄホールディングス  7.00 大和証券グループ本社 
7.35 ヤマトホールディングス  7.00 ニコン 
7.35 村田製作所  7.00 ＪＦＥホールディングス 
7.34 ナブテスコ    



  
 

IRサイト優秀企業：銅賞（全161社） 
 Gomezのウェブサイトをご覧ください。 

 
（2）ランキングアップ企業 

今回のIRサイトランキングにおいても、ウェブサイトのリニューアル、コンテンツの拡充や新規
機能の追加等により、前回調査と比較して格段に充実したIRサイトが数多く見られました。その
なかでも特に大きく得点を伸ばした企業は次の通りです。 

 
前回調査から得点を大きく伸ばした企業 
前回比 得点 企業名 
+5.71 6.56 オリンパス 
+4.42 5.41 アシックス 
+3.51 3.87 ネクソン 
+1.49 6.37 ＡＲＥホールディングス 
+1.16 8.33 あすか製薬ホールディングス 
+1.10 6.07 東日本旅客鉄道 
+1.07 8.08 三和ホールディングス 
+1.05 6.98 加賀電子 

 
（3）業種別ランキング第1位企業 

業種 得点 企業名  業種 得点 企業名 
水産・農林業 7.48 ニッスイ  精密機器 7.00 ニコン 
鉱業 8.06 ＩＮＰＥＸ  その他製品 7.88 リンテック 
建設業※ 7.43 大林組  電気・ガス業 7.13 東京瓦斯 
食料品 7.76 Ｊ－オイルミルズ  陸運業 7.35 ヤマトホールディングス 
繊維製品 7.56 東レ  海運業 7.03 商船三井 
パルプ・紙 5.95 大王製紙  空運業 6.94 ＡＮＡホールディングス 
化学 8.66 日本ペイントホールディ

ングス 
 
倉庫・運輸関
連業 

6.08 三菱倉庫 

医薬品 8.42 中外製薬  情報・通信業 8.26 ソフトバンク 
石油・石炭製
品※ 

7.45 出光興産 
 
卸売業 8.87 伊藤忠商事 

ゴム製品 7.38 ブリヂストン 
 
小売業 8.27 セブン＆アイ・ホール

ディングス 
ガラス・土石
製品※ 

7.13 日本碍子 
 
銀行業 8.41 みずほフィナンシャルグ

ループ 
鉄鋼 7.00 ＪＦＥホールディングス 

 
証券・商品先
物取引業 

7.11 野村ホールディングス 



  
 

非鉄金属 7.32 ＵＡＣＪ 
 
保険業 7.92 ＳＯＭＰＯホールディン

グス 

金属製品 8.08 三和ホールディングス 
 
その他金融業
※ 

7.39 クレディセゾン 

機械 8.19 セガサミーホールディン
グス 

 
不動産業 8.40 東急不動産ホールディン

グス 
電気機器 8.60 コニカミノルタ  サービス業 8.55 アルトナー 
輸送用機器※ 7.46 日産車体     
※前回調査から第1位企業の変更があった業種 

 
 
【調査概要】 
 

調査期間 
 2025年 9月 1 日～2025年 11月 28日まで 
 ランキング結果は、2025 年 10 月 1日時点の各サイトに基づく 

調査対象  2025年 10月 1日時点で東京証券取引所に上場する企業 

調査範囲 
 IR 情報ならびに会社情報やサステナビリティ情報が掲載されたページを調査 
 採用サイト、商用サイト、製品・ブランドサイト等は、評価範囲から除外 

調査手順 

 上記の調査対象企業について予備調査を実施し、一定基準を満たす企業（389
社）を本選ノミネート企業として選定 

 本選ノミネート企業に対して、4 つのカテゴリから構成される 249 の調査項目
に基づいて、当社アナリストが調査を実施し、総合ランキングを決定 

 総合得点 6.00以上を IRサイト優秀企業として 292 社を選定 

 
 
【評価カテゴリ】 
 

カテゴリ名称 評価内容 
ウェブサイトの使いやすさ IR情報を提供するウェブサイト全体のユーザビリティを評価す

るカテゴリです。情報の探しやすさや見やすさ、表示速度、
ウェブアクセシビリティ基準、技術的品質への対応状況等を総
合的に評価します。 

財務・決算情報の充実度 財務や決算に関する情報量を評価するカテゴリです。ウェブサ
イト上に掲載されたディスクロージャ資料や説明会情報など、
主に業績を中心とする定量的な情報の充実度を総合的に評価し
ます。 



  
 

企業・経営情報の充実度 企業や経営に関する情報量を評価するカテゴリです。会社情
報、経営戦略、コーポレートガバナンスやサステナビリティな
ど、企業に関する定性的な情報の充実度を総合的に評価しま
す。 

情報開示の積極性・先進性 基本情報の一歩先を進んだ情報開示を評価するカテゴリです。
個人投資家向け情報や英語による情報発信などのコンテンツ
面、動画・音声配信、ソーシャルメディアなどの機能面の両面
から評価します。 

 
 
【Gomezについて】 
Gomezは、インターネット上で提供されるサービスを中立的な立場から評価・分析し、イン
ターネット利用者の利便性向上とEコマース市場などの拡大に貢献するための情報提供・企業向
けのアドバイスを目的とし、消費者・企業双方に対して利益となる情報を掲載しています。 
Gomezを運用するゴメス・コンサルティング本部は、BBSec が2021年7月にモーニングスター株
式会社より事業継承しております。 
 
【BBSecについて】 
現状の可視化や診断から事故発生時の対応、24時間/365日体制での運用まで、フルラインアッ
プのサービスを提供しています。高い技術力と豊富な経験、幅広い情報収集力を生かし、「サプ
ライチェーンを狙った攻撃」「社会インフラを狙った攻撃」「AI時代のセキュリティ」を解決
すべき社会課題ととらえ、より多くのお客様を悪意ある攻撃者から守ることで、「便利で安全な
ネットワーク社会を創造する」というビジョンを実現します。 
 
【本リリースに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ 経営企画部 
TEL：03-5338-7430  E-mail：press@bbsec.co.jp 
 
【本サービスに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ ゴメス･コンサルティング本部 森澤 
TEL：03-5338-7436  E-mail：gomez@bbsec.co.jp 
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